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は質的）研究の部分、事例研究の部分などに分けて投稿する。うまく受理されれば、査読付き論
文を３本得ることができる。
多くの大学院では、博士論文の提出の最低基準として、査読付き論文２本を課しているので、
修論から２～３本出してD1の年度末までに受理されれば、早くも論文の提出基準は満たすので、
精神的に余裕を持って、博士課程での調査研究にかかることができる。また、D1での詳細なレ
ビュー論文を投稿、受理されれば、D3の始め頃には博論の序章に転用できる。このように、筆
者の個人的見解としては、博士課程を３年で修了するためのポイントは、修論とレビュー論文を
しっかり書き、投稿受理させることである。
もちろん、修論だけで終わらず、博士論文で、自らの研究成果に新規性、有用性、再現性、社
会的意義を発信しなければならない。だが、その基礎は修論にあるので、いま修士で博士課程を
目指す人は、修論を必ず投稿論文レベルに仕上げるとの決意が必要である。
（4）アカデミックサロンで切磋琢磨
修論や博論を書く作業は孤独であり、誰もほめてくれないし、お金がもらえるわけでもない。
自分の研究の意義を信じて一歩ずつ進めていくのであるが、やはり互いにサポートする仲間が必
要である。そして、その仲間と、議論をして切磋琢磨する機会が重要である。教員と研究室で議
論するだけではなく、院生同士で自分の発表に対して議論をして、足りない部分を指摘しあった
り、ディフェンスの練習をしておくことが、本番の発表会での自信になる。
そのような観点から、昨年度、有志の教員と院生とで、「アカデミックサロン」と称して、気
軽な雰囲気で軽食をとりながら、互いの研究発表と議論を行う場を何度か持ってみた。そこで、
発表会の事前練習ができた人は、実際の発表会でも落ち着いてできていたような印象であった。
こうした「アカデミックサロン」をこれからも定期的に開いて行ければと思っている。
図４　博士課程３年での修了計画
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７．研究の社会的意義とオリジナリティ
本稿では、学位取得までの技術的側面について主に記載してきたが、やはり最後に強調しなけ
ればならないのは、研究の社会的意義である。なんのために研究をするのかといえば、学位をと
るためではなく、社会の問題を解決したい、あるいは有用な方法を提案し人々を幸福にしたいと
いう気持ちではないだろうか？
単なる資料の分析や紹介だけではなく、自分の研究がどのように社会の問題解決に役立つか、
常にそれを自問自答しなければならない。そのためには、現場に立脚して、そこで発見した課題
や方法を研究の形で明らかにすることが大切である。筆者個人としては、家庭裁判所に勤務して
いた時は、少年事件やアルコール・ギャンブルなどの依存症、発達障害などに関心を持ち、その
課題解決のための研究をしたいと思っていたが、大学では、直接少年非行と接するわけではない
ので、学習や行動に困難を有する青少年への指導の在り方などを、実際の高校などと連携してす
すめているところである。
加えて、福島県いわき市の裁判所での勤務経験もあるので、震災や原発事故の被災地における
新たなコミュニティ形成支援の問題にも長期的に取り組み、現場に学びつつ、そこから明らかに
なった課題を社会に発信していきたいと考えている。
コミュニティ福祉学は、地域や職場、家庭、社会などあらゆるコミュニティにおける人々の幸
福や問題解決をめざす学問として、その意義を再確認し、コミュニティ福祉学から巣立つ論文が
社会の問題解決の発信のために役立てるように筆者自身も努力していきたい。
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